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第2章 緑の現況と課題 

2-1.本プランにおける「緑」とは 

「緑」とは 

本プランにおける「緑」とは、樹木や草花などの植物のみを意味するのではなく、それら

を含む周辺の土地や空間を意味しており、本プランで対象とする主な「緑」は、以下のとお

りです。 

■公園や広場、農地、樹林地、水辺地（河川・海岸等） 

■道路や学校等の公共公益施設の緑地（緑被されたオープンスペース） 

■民有地の樹木等の緑地（緑被されたオープンスペース） 

また、緑は、人々の豊かな生活を生み出していくために、精神面、物質面ともに多様な役

割を担っており、都市の特性や都市づくりの方向から大きく次の６つの役割が求められてい

ます。 

【図 緑の６つの役割】 

 

都市環境の改善 

・ヒートアイランド現象の緩和 

・ＣＯ２の吸収とＯ2 の供給、 

大気中の浮遊物の吸着 

・雨水の保水機能、気候や 

水循環のコントロール 

レクリエーションの場の提供 

・ストレスや疲れを癒す散策の場 

・休養、遊び、健康増進の場 

美しく安らぎのある風景の形成 

・都市景観に彩りや安らぎを 

与える 

・原風景の形成 

歴史的風土の継承 

・歴史を物語る要素 

・風土を構成する要素 

災害の防止、避難地の確保 

・防風・防火 

・土砂流出、崩壊防止 

・洪水の緩和 

生物の生息・生育環境の維持 

・生態系を支える基盤 

・多様な生物の生息地 

・生態系ネットワークの形成 

緑の 6 つの役割 
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本プランで「緑の量」を把握する際に対象としている「緑被地」は、緑で覆われている土

地のことを意味しており、本プランで対象とする主な「緑被地」は、以下のとおりです。 

■山林・樹林地等 

■田・畑・果樹園等 

■水辺地などの自然的土地利用の土地 

■公園や学校等の公共施設における一団の緑被地（300 ㎡以上） 

■ゴルフ場の芝地 

 

一方、本プランで緑の現況を把握する際に対象としている「緑地」は、法や条例、協定な

どにより規定されている「緑」のことを意味しており、「施設緑地」と「地域制緑地」に分類

されます。緑地の分類や内容等については、以下のとおりです。 

 

【図 緑地の分類】 
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施
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都市公園以外 

都市公園法で規定
するもの 

・都市計画区域外公園 

・港湾緑地 
・農業公園（農村広場等） 

・児童公園（ちびっこ広場） 
・グラウンド（グラウンド・ゴルフ場） 
・公共団体が設置している運動場 

など 

公共施設 

緑地 

都市公園以外で公
園・緑地に準じる機
能を持つ施設 

公共公益施設にお
ける植栽地等 

市民緑地 
準公共的 
施設緑地 

上記以外の条例等に基づく緑地、 

一時開放広場、民間の屋上緑化空間など 

民間 

施設緑地 

地
域
制
緑
地 

法によるもの 

・緑地保全地域（都市緑地法） 
・特別緑地保全地区（都市緑地法） 

・風致地区（都市計画法） 
・自然公園（自然公園法） 
・農用地区域（農業振興地域の整備に関する法律） 

・河川区域（河川法） 
・保安林区域（森林法） 
・国県市有林区域（森林法）など 

協定によるもの 
・緑地協定 
・景観協定で緑地に係る事項を定めているもの（景観法）など 

・自然環境保護地区（鹿児島市保存樹等及び自然環境保護地区に関する条例） 
・保存樹・保存樹林（鹿児島市保存樹等及び自然環境保護地区に関する条例）など 

条例等によるもの 


